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めた。SNL 後 14 日の後根神経節（dorsal	root	ganglion;	DRG）を用いて、lncRNA の可能
性がある遺伝子群の発現をマイクロアレイにより解析したところ、H19	lncRNA が最も大き
く発現上昇した。また、DRG および前根、後根、結紮部位から近位および遠位の末梢神経線
維を採取し、PCR により H19 の発現を調べたところ、SNL 後 4 日から 14 日まで継続的に増
加し続けた。In	situ	hybridization により H19 の発現分布を検討すると、H19 は一次感覚
神経ではほとんど検出されず、神経線維に沿った非神経細胞で発現が上昇していた。末梢
神経結紮近位部および遠位部で顕著に発現増加したが、前根および後根で発現変化はみら










	 本研究は、神経障害性疼痛の発生機序にシュワン細胞における H19	lncRNA の関与を示し、
神経障害性疼痛治療の新たな治療戦略における今後の方向性を示した有意義な研究である
という結論がなされた。以上より、本論文は学位論文として価値あるものと認定した。	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
